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事例から見る意義 
 

マイヨット島とヌーヴェル・カレドニー 

マイヨット島  コモロ人民かマイヨット人民か 
ヌーヴェル・カレドニー  現地の誰が人民を構成するのか 
参考 アルザス・ロレーヌの悲喜劇 『最後の授業』 
 

パレスティナ紛争 

分割までの経緯 →年表 
国連総会による分割決議 →資料 
 国の「創設」を国連総会が行うことができる？ 
「ユダヤ人による国」と「アラブ人による国」は成立したか？ 
1967 第三次中東戦争 安保理決議 242 →資料 
 武力による領域権原取得の否定 藤田 p. 216 
1970 パレスティナ人民の自決権承認 国連総会決議 
1974 自決権確認、独立の権利まで認める 国連総会決議 
1980 イェルサレムの首都化  安保理決議 478  →資料 
1981 ゴラン高原の「併合」  安保理決議 497 →資料 
1988 パレスティナ国独立宣言 →資料  藤田 p. 148 
1993 オスロ合意 
なぜ実効的支配が必要なのか？  藤田 p. 146「主権独立のための基礎」 
  政府の存在理由 国家を代表する機関 
☆「３要素」の相互依存性 
 

ウクライナ・ベラルーシ 

国連の原加盟国＝1945年から「国家」 
 

「満洲国」 藤田 p. 149 

ex iniuria ius non oritur ? 
日本領だった？ 


